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＜ポイント＞ 

◇グリセリン（廃油）から得られるアリルアルコールの C-O 結合を選択的に水素化分解※し、

プロピレンを合成するための新しい触媒を開発。 

◇バイオディーゼルの製造過程で副産物として生成されるグリセリンと再生可能エネルギー

を利用したプロピレンの合成を可能に。 

 

＜概要＞ 

 プロピレンは石油から作られ、自動車のバンパーや食品の容器など、多くのプラスチック

や化学製品の原料として広く利用されています。持続可能な社会の実現に向け、バイオマス

を原料としたバイオプロピレンの生成が望まれています。 

 大阪公立大学大学院理学研究科の竹本 真准教授、松坂 裕之教授らの研究グループは、常

温常圧に近い穏やかな条件下でバイオプロピレンを選択

的に合成することができる触媒技術を新たに開発しまし

た。この触媒を使用することで、バイオディーゼルの製造過

程で副産物として生成されるグリセリンから、バイオプロピ

レンを効率よく合成することができるようになります。 

 本研究成果は、2024 年 8 月 6 日に、国際学術誌

「Chemical Communications」のオンライン速報版に掲

載されました。 
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―バイオマス由来の持続可能なプロピレン生産へ― 

新たな触媒技術を開発 

竹本 真准教授 

この研究では、アリルアルコールを還元してプロピレンを合成する新触媒

を提案しています。アリルアルコールは、バイオディーゼル製造時に副産

物として得られるグリセリンから作られるため、このプロセスによりバイ

オマス由来のプロピレン生産が可能です。この技術は、持続可能な化学産

業の発展に貢献し、環境に優しい資源利用を促進するものです。 

https://doi.org/10.1039/D4CC01711K


＜研究の背景＞ 

 カーボンニュートラル社会の実現には、再生可能なバイオマスの利用が重要です。グリセ

リンは植物油からバイオディーゼルを作る際に大量に出る副産物で、その活用が期待されて

います。グリセリンから得られる有用な物質の一つに「アリルアルコール」があります。こ

のアリルアルコールは、二重結合（C=C 結合）と酸素結合（C-O 結合）を持つ分子です。も

し酸素結合（C-O 結合）だけを選んで還元できれば、バイオマスからプラスチックの原料で

あるプロピレンを作ることが可能ですが、通常は酸素結合よりも二重結合の方が簡単に反応し

てしまうため、アリルアルコールからプロピレンを作るのは難しいとされていました。 

 

＜研究の内容＞ 

 本研究では、アリルアルコールをプロピレンに選択的に還元するための独自の触媒を開発

しました。この触媒には「メタロリガンド」と呼ばれる特殊な分子が含まれており、触媒内

の 2 種類の金属が可逆的に結合できるように設計されています。この特性が反応の効率を高

め、非常に高い選択性を実現しました。従来の触媒には、プロピレン以外の副生成物が生成

される問題や、特殊な還元剤が必要であるといった課題がありましたが、新たに開発した触

媒は、再生可能エネルギーである水素や電気を利用することができ、また、常温常圧に近い

穏やかな条件下で高選択的に反応を進行させることが可能です。 

 

＜期待される効果・今後の展開＞ 

 本触媒を使用することで、バイオディーゼルの製造過程で副産物として得られるグリセリ

ンから、効率よくプロピレンを合成できるようになりました。この技術により再生可能資源

からのプロピレン生産が可能になります。この研究は、環境に配慮した持続可能な化学産業

の発展に大きく貢献するものであり、今後さらに広い分野での応用が期待できます。 

 

＜用語解説＞ 

※ 水素化分解：化学反応の一種で、分子内の特定の結合が水素と反応して分解されるプロセ

スを指す。通常、金属触媒の存在下で進行する。特に、有機分子中の炭素–炭素結合（C–C

結合）や炭素–酸素結合（C–O 結合）などを切断して、より小さな分子を得る反応に用い

られる。例えば、石油精製プロセスにおいて、重質な炭化水素を軽質な炭化水素に分解す

るために使われ、ガソリンや軽油などの製品が生成される。また、特定の官能基を選択的

に除去することも可能で、工業的にも研究にも広く利用されている。 
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